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会議の経過 

 

平成２９年度 第３回 由利まちづくり協議会 

 

と き 平成２９年３月１３日（月）午後３時～ 

ところ 善隣館「市民ホール」 

 

１．開会（進行：豊嶋振興課長） 

 

佐藤イネ子会長あいさつ 

 皆さんお久しぶりです。年度末を迎えて忙しい中、そして春めいてきましたので農作業も忙しくな

ってこようとしている中こうやって集まっていただいてありがとうございます。今日は本庁の方よ

り、いろいろな計画について説明をしてくださるということで、５名の方がいらっしゃっておりま

す。様々なことが説明されると思いますが、私たちがしっかりと受け止めて前に進んでいきたいな

と思いますので、今日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

２．説明 

（１）ねんりんピック秋田２０１７のＰＲについて 

健康福祉部長寿支援課ねんりんピック運営班鈴木班長、齊藤主査から説明。 

 

●Ｆ委員 

バッチの中に花がありますがこの花は何ですか。由利本荘市に関連があるものかと思いますが。 

 

●齋藤主査 

バッチのデザイン複数種類がありますけども、全て県の方で統一してデザインを作成しておりま

すので、申し訳ありませんが花の種類は確認しないとわかりません。 

 

 （２）由利本荘市総合防災公園（（仮称）由利本荘アリーナ）について 

    総合防災公園管理運営準備事務局袴田事務局長、山住主査から説明。 

 

●Ａ委員 

いろいろなことができるということで完成すれば立派なものができると思いますが、カダーレで

できることもこちらでやることになれば、さみしくなるのではないかと思います。 

 

●袴田事務局長 

カダーレの大ホール１１００人というキャパがあります。どうしてもそれ以上のコンサート、い

ろんなところで今やっているのは、５０００人、７０００人、１００００人というアリーナを活

用したコンサート。そういうものが同様な施設でやっております。ですから、多人数のコンサー

トとカダーレでやるのは１１００人という使い分けをしたいと思っていますし、アリーナの方は

どうしてもスポーツ関連が中心となると思いますし、どうしてもカダーレでできない、例えば２

０００人以上の規模の講演会とか研修会とかうまく使い分けをしていきたいと思います。 

 

●Ａ委員 



使い分けということですのでいいかと思いますけど、同じ事を繰り返しますが、カダーレ周辺が

さみしくなったということにならないように配慮をお願いしたいと思います。 

 

●Ｂ委員 

今日初めて中身を見せていただき、素晴らしいなという感じがしました。山形天童市にある、山

形総合スポーツ公園にも劣らないのかなと思います。ただ、これを利用する側としてお聞きした

いと思うのですが、食堂などは常時併設されているのですか。 

 

●袴田事務局長 

当初スタートの時点では、まだ常設レストランというのは設置する予定はありません。ただ、こ

の施設は指定管理者制度を導入して、市が直営ではなくて業者に管理を任せる予定ですので、指

定管理者が例えばさきほど絵に出ましたが鳥海ラウンジのあたりでカフェとか軽食を出したい

ということであれば指定管理者の責任でやりますので、可能になるかと思います。今年中に指定

管理者を決めていきたいと思いますけども、飲食の部分については、今後協議していく事になる

かと思います。 

 

●Ｂ委員 

それから今、指定管理者制度ということで市の管理ではないといこうとでしたけども、料金的な

ものは市で把握していないのですか。指定管理者である程度煮詰まっているものですか。 

 

●袴田事務局長 

料金についてはあくまでも市の条例で決めるということになっておりますので、先般の３月の定

例市議会の方で決めさせていただきました。これを元にして指定管理者と市が協議してその範囲

内で実際の料金を決定していくということになりますので、これもまた来年にならないと具体的

なことは決まらないと思いますのが、上限は決まりましたので、近いうちに市民の皆さまにもお

知らせできるかなと思います。 

 

●Ｂ委員 

そうすると、県立のスポーツ施設等とあまりに変わらない料金制度でいけるという感じですか。 

 

●山住班長 

全県の体育館を見させていただいておりますけれども、これが正式な金額ではございませんので

あれなんですけども、バスケットボールコート１面、要するにメインアリーナ４分の１面を借り

る場合、６５０円程度１時間掛かると思っていただいて結構だと思います。県の施設ですと１時

間７００円程度だと思いますし、あとは５００円の所だとかありますけども、新設の施設である

ということもございますので、だいたいそのあたりで６５０円程度と考えていただいて。後は使

用する時間帯ですとか、例えばプロバスケットボールだとその５倍だとか、コンサートだと１０

倍だとか決めさせてもらっていますけれども、一般の皆さん、市民の皆さんであれば６５０円、

それに減免だとか免除だとか、規定もありますのでそれに照らし合わせてという形になりますが、

基本的には全県のアリーナ施設と変わらないと考えていただければと思います。そこが上限とし

て指定管理者と協議という形になります。 

 

●Ｂ委員 



そうすれば７００円以下ということでしたけれども、例えば近くの人達が、いつもスポーツクラ

ブをやっている人達が、週に何回か定期的にお借りしたい、または、子供たちのスポ少とか子供

たちとの関わり、料金に対していくらか減免があるとかどのようになっていますか。 

 

●山住班長 

先ほど減免の話しをさせていただきましたけれども、だいたい半額くらい、市民の団体だとかス

ポ少だとか中学校の部活だとか考えられますけれども、そういった任意の団体は半額程度と考え

ておりますし、後は他の施設もそうでしょうけれども町内会とかそういった場合に、町内会活動

としての本来ある活動をやる場合には免除になったりですとか、そういったことも決めておりま

す。そういった所も指定管理者が決まってからでないと実際のこれについては半額だとか、免除

だとかだせないところもありますので、今のところはそういったこと考えておりますし、そうし

ていただくように指定管理者の方と協議していきたいと考えております。 

 

●Ｂ委員 

わかりました。今、現存する施設において子どもを中心とした活動とか、そういうのは料金を取

らないとか、そういうのが大半でやっているみたいですので、できればそういうふうに定期的に

使うスポーツ団体とか、子どもさんがやった場合は、極端なはなし料金が掛からないで使えると

か、そういう話し合いにもっていってもらえれば使う側としてありがたいなと思います。よろし

くお願いしたいと思います。 

 

●Ｃ委員 

大変豪壮な建物でちなみにですが、年間のランニングコスト、維持費はどれくらい掛かるもので

すか。試算しているものですか。 

 

●袴田事務局長 

今まだ精査中でございまして、ランニングコストは、全体の運営管理費ということで、だいたい

今の精査している中では１億８千万円ぐらいは掛かるかなと。前は２億という算定結果を出して

議会だよりか何かに出たと思いますけども、精査したところでは、今のところは１億８千万円ぐ

らい管理運営費が掛かるのではないかと考えております。 

 

●Ｇ委員 

土日、結構本荘大橋を通るのですが、かなり混み合います。そういうイベントとかスポーツの大

きな大会があればもっともっと混み合うと思うのですが、その点に対しての何か対策はあります

か。 

 

●袴田事務局長 

由利地域振興局方向からの丁字路の流れに関しては今と同様に混み合うことなるかなと想像し

ておりますけども、アリーナの周辺、今まだ道路が整備されておりませんが、並行して市道とか、

整備されます。特に石脇通り線という由利橋の方から行く道路から抜ける道路を拡幅したり、あ

と裏手の方にも市道一本通そうとしておりますので、大橋の方から混み合うとしても石脇通り線

の方とか、秋田方向から来る場合はあまり関係ありませんでしょうけども、そこら辺で若干混む

ことにはなるかと思いますけども、周辺道路も整備していますので、やってみないとわかりませ

んけれどもそんなにでもないのかなと考えております。 

 

●Ｇ委員 



ほんとに混んでいるのですが。やっぱりそういうこともきちんと考えてやっていただければなと

思います。 

 

 （３）公立保育園民営化及び地域資源を活用した新しい産業の育成事業について 

    保育園民営化・地域資源を活用した遊び推進事務局長保育民営化大場事務局長から説明。 

 

●Ａ委員 

オープン後の職員の配置について聞きたいと思います。１月に旧由利町では市政懇談会ってある

んですけれども、市政懇談会の時にも話しでましたけども、ボランティアということですから、

ボランティアだと何か起きたときに責任の負いようがないのではないかと質問した記憶があり

ますけども、今聞いてましたけども、オープンの後はボランティアと言っていましたけども、き

ちっとした職員というか、責任のあるというか、何か起きたときに困るのではないかなと質問し

たのですけれども。子どもがいるということは保育士さんとか、何かあったときに看護師さんと

か責任を持てる職員を常時置かないとうまくないんじゃないかなと思ったもので。そういうこと

思いながら聞いていましたけれども、オープン後はボランティアという言葉が出てきましたので、

責任を押しつけるわけにはいきませんので、そこの説明をお願いします。 

 

●大場事務局長 

おっしゃるとおりのボランティアだけでの運営ではなくて、まだ決定ではないのですけれどもオ

ープンと同時にこちらの施設も指定管理者制度を使いまして、指定管理者さんの方に運営をお願

いしたいと思ってございます。そちらにはそれなりのスタッフが整っている形の団体さんにとい

うことで、その内容での公募かあるいはそういう形になろうかと思いますが、それは今後の検討

になります。ボランティアという形を使わせていただいたのですが、あくまでもどなたでもどう

ぞというわけではなくて、今おっしゃっていただいたとおり、子どもさんを見守っていただく方、

それからおもちゃの遊び方を習得していただく方、そういうような中身の講習会を受けていただ

いて、東京おもちゃ美術館では学芸員という名前で言っているのですけれども、２９年度中はそ

ういう人材のための育成講座というものも作りまして、見守っていただける方々への講習を進め

させていただいて、そういう認定もさせていただいたうえで、そういう方々をある程度の人数配

置させていただくというところで、その指定管理としての運営スタッフ以外に地元の方々にもそ

ういう形で、ご参画願えればという意味でのボランティアというところでございます。ただあく

までも学芸員さんだけに限ったものではなく、地域の方々にはお遊びいただきながら見守ってい

ただくという形をとっていただければとも思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

●Ｄ委員 

旧鮎川小学校を守るといいますか、着目してなんとかして維持させようとする動きがあって、そ

のために一つの団体として鮎の風というのがあります。鮎の風というのがおっしゃられるボラン

ティアあるいは、その後に直結したという形で今まで盛大にというか、ほそぼそとやられてきた

活動があるのですが、こちらの方との関連は何か関連づけた活動にしているのか、一切それとは

関係なく指定管理者に委託していくのか、その辺の考え方はどうなっているものですか。 

 

●大場事務局長 

これまで鮎の風さんがいろいろやって来てくださった事業とか、それ以外にも大人の登校日です

とか、いろんな形で旧鮎川小学校を使っていただいていると思います。今後もそういう風な使わ

れ方を全て排除する形ではなくて、大所をおもちゃ美術館として整備させていただきますが、礼

法室とかそのまま残したいと考えておりますし、大人の登校日で使われる教室もそのまま残した



いと思っております。それから鮎の風さん方のコンサートもやっていただけるように舞台もその

まま、音楽室もそのまま使えるようにこれまで使っていただいた方々の活動なり、今後も使って

いただけるような所を残しながら、ただおもちゃというものも配置させていただいて、遊びの場

も作らせていただくという方向での整備を考えておりますので、今後も年に何回かコンサート活

動をしたいとか、展示会をしたいという時には、そういうことの調整を運営スタッフがとりまし

て、そこのところでいろんな行事を中でやっていただければと。あくまでも、おもちゃ美術館だ

けになるという構想ではなく、皆さんのこれまで使っていただいていた方々と、一緒になって使

っていける施設になっていければなという構想で整備を進めようと考えております。 

 

●Ｄ委員 

今、言われた構想というか考え方というか現実にまだ活動中の鮎の風の方と、いくらかでも協議、

もしくは今後の方針のすり合わせとかといった行動はされていますか。 

 

●大場事務局長 

鮎の風の代表者さんの方にはこの構想は最初の頃からお話しさせていただいておりますし、今こ

ういう形で進んでいるということで途中経過もお話しさせていただいておりました。ただ鮎の風

さんが事務局として使っていただいている場所とか、置いていただいている物についてはちょっ

と移動願わなければいけない部分もありますので、そちらの方のお願いも差し上げながらご協力

いただければということでお話しさせていただいております。 

 

●Ｄ委員 

十分な協議されているということであればよろしいですが、現実を申しあげますと、小澤さんと

いう会長が強引にもいろいろなところに顔が利くものですから、事業を引っ張ってきたという経

緯があるわけですけども、小澤さんが横浜の方の人なものですから、その人が何でもかんでもや

れるわけではなくて、現実には私から見ると役場の職員の方々が大変苦労して今まで維持してこ

られた。鮎の風のそのものの運動もですけども、と思ってみてました。私も地元の人間なもので

すからいろんな意見を聞いているのですが、その中で役場はこれまで構想を持っていくというこ

とを中心にした、そういう活動で校舎跡地を維持しようということなのであれば、ということで

おそらくは鮎の風一区切りということで解散されると聞いていたものですから。そういう話し合

いはされていませんか。 

 

●大場事務局長 

直接の解散のお話しとまではちょっとまだ伺っていないところなのですが。 

 

●Ｄ委員 

いずれにしろまだ決まったわけではないのでしょうから私から申しあげる必要のないところで

すが、私あの建物は解体すべきという一貫した意見を持っていたのですが、私と正反対の意見の

小澤さんが、ひねくれているものですから私と妙にうまが合ってしょっちゅう私の所に来るんで

すよ。この次２４日に役員会があると。そのときに役員の皆さまに申しあげるという腹案を私の

所にＦＡＸで送ってきまして、私もいろいろ頑張ってきたけどもいい区切りになるので、いった

ん私も身を引いてという文面がＦＡＸで送られてきているのです。小澤さんにしてみればそれも

また一つの考え方として、思いつくだろうと想像できるわけで、鮎の風そのものが今後も今まで

と同じような活動をされるのか私もわからなかったものですから、すり合わせがあるかないか私

は直接なるべく関与しないようにしているものですから、もし維持したいということであれば十

分に協議必要なのかと思って確認させていただきました。 



●大場事務局長 

今おっしゃっていただいたとおり、これまで使っていただいていた団体さんの方とはお話しさせ

ていただいて、さきほども繰り返しになりますけども、あくまでも皆さま方の使っていただいて

いるのと一緒に育っていければと考えておりますので、ただ、鮎の風の実行委員会さんの方の活

動が今後どうなるかというところを後で教えていただきながら、そういう行事とかもすり合わせ

させていただきながら、オープン以降の活動についても準備を進めていければと考えております

ので、逆にいろんな情報を教えていただければと思いますのでどうぞよろしくお願いします。 

 

●Ｅ委員 

保育園の民営化の送迎の件ですが、保育園にある送迎バスがほかの園にはないと。今あるバスが

老朽化したとき買い換えるのか、一律で送迎なしになるのか。 

 

●大場事務局長 

おっしゃるとおり園バスがあるのは、ゆり保育園だけで、ほかの市立の保育園にはございません。

今後、新しく運営していただく社会福祉法人との話し合いの中では、由利の園バスはそのまま継

続すると。ずいぶん古くなっているということは承知のところでして、ただ、現在の段階ではい

まある形のままで移行かけたいということですので、ゆり保育園の場合はこのまま運行を続けさ

せていいただきますし、意向調査の結果、今運転してくださっている方々も、新しい社会福祉の

方においでいただけるという話も伺ってますので、そのまま今のところはできる限り続けていっ

ていただきたいというところが一つと、ただ、今おっしゃっていただいたとおり、あくまでも古

くなっているので、更新につきましては、市としても発展計画の中に盛り込んではいたところな

んですけれども、それは、市としての発展計画のなかでございましたので、今後は新しく運営し

ていただく法人の方と協議をしながら、どういう形で存続ができるのか、あるいはできないのか

といことも話し合いしなければいけないと思いますし、まず第一にはそれを使っていただいてい

る保護者の方々がどう思ってらっしゃるか、存続を願うのか、そういう所から情報集めてのこと

になろうかと思いますので、法人との協議の中でも新スタートしたあかつきには、保護者との話

し合いも含めたうえで、今後の継続とかについては考えていきたいと。その方向性が見えたあか

つきには、市の方と相談してどういう形が見つけれるのかを考えていこうということで、結果的

には今何も決まっていないというとこなのですけれども、まず継続して話し合いを続けましょう

というところです。 

 

●Ａ委員 

今現在保育園バスを利用しているということは、親が仕事に行くのでなるべく短い時間で近い人

は送迎していますけども、離れていると自分の持っている仕事に差し支えるので、バスを利用し

ていると思うんですよね。さっき言われたようにバスが老朽化したのでだめだということでは、

そういうことはこれから子どもを保育園に入れる人は望んでいないというか、想定していないと

思うので、古くなったのでやめますではなくて、ほかの地域にはバスがないから今のバスを使う

だけ使って後は知らないということではなくて、あくまでも今の形を続けていかないとうまくな

いと思うのです。若い親たちは言う機会もないし、言えないものだからそこは考えてほしいです。 

 

●大場事務局長 

受け賜りました。今言っていただいたとおり、古くなったからやめるということが決まっている

訳ではなくて、いずれ老朽化しているものについては今後協議を続けていきましょうというとこ

ろで、その段階では使っていただいている保護者様方と話し合いでいろんなご意見を伺いながら



存続なりその方向を探っていきましょうということにしたいと思いますので、どうぞよろしくお

願いします。 

 

●Ａ委員 

話し合った結果、親が強く言えなくて仕方ないということではなくて、バスはいらないですよ、

送っていきますと親は言わないと思うんですよ。私はそのあたりを言いたいんです。現実に利用

している親は言えないものだから、言えば言うほど白い目で見られたくないっていうのがあるも

のだから、そういう意味で話し合うまでもなく、それは続けていくべきだと思いますということ

言ってるんだけど。 

 

●大場事務局長 

受け賜りました。 

 

 （４）鳥海山・飛島ジオパークについて 

    振興課木内班長から説明。 

 

●Ｆ委員 

５ページの（３）のジオお菓子とかジオグルメ、由利本荘地域で何か現在あるか教えてください。 

 

●木内班長 

由利本荘地域ではまだ完成しておりません。１月にアイディアレシピコンテストを行っておりま

すけども、まだ製品化までには至っていないという状況です。 

 

●Ｅ委員 

ジオパークを回る場合に足が必要かと思いますが、高原鉄道のバス事業が赤字ですので、できれ

ばそちらの方を使っていただければと思います。 

 

●木内班長 

市の幹部職員なども高原鉄道のバスを利用してジオサイトを視察したりなど行っておりますが、

ご意見として受け賜りたいと思います。 

 

３．協議 

（１）平成２９年度予算・主要事業について 

支所の各課長から説明。 

 

●Ａ委員 

明法の橋から森子の橋まで桜の木がありますけれども、何年か前からアメシロではないと思うん

だけども大きな幼虫、何とか蛾とかいう幼虫だと思うんですけども、桜の木の薬剤散布はどうい

う感じになっていますか。小さいことですけども国交省だとか、市の方だとか責任の所在がない

と。何年か前からずっと起きているものですから。 

 

●植村建設課長 

桜堤公園と言って市の方で管理しています。ようするに建設課で管理しています。去年はやれな

かったのですけど、おととし前郷区会からアメシロなど虫の被害で一斉に防除しなければ意味な

いのでは無いかと言われまして、シルバー人材センターにお願いして薬剤を散布しております。



去年については、緑の虫だと思いますが、桜に若干はついておりましたが山の方がひどかったで

す。効く薬がわからなかったものですから、去年の夏には対応できませんでした。今後、桜の管

理はこちらでやっておりますので、見つけ次第に聞きながら対応していきたいと思います。情報

の方教えていただければ助かります。 

 

●Ａ委員 

そこをやらなければ次の年に害を及ぼすのがわかっているものですから、１０月頃に桜の木何本

か葉っぱが無くなっていることがありますので、葉っぱが喰われた状態になる前に手当てするよ

うにお願いします。 

 

●Ｅ委員 

アメシロの機械いつまで農協においているのですか。 

 

●三浦産業課長 

今の状況ではそのまま農協と契約しておりますので、今の状況のままで起きたいと考えておりま

す。 

 

●Ｅ委員 

朝８時から作業開始したくても開けてくれないです。去年は、２回目が前の日に借りて防除して

います。結局、８時半過ぎないと開けてくれないです。そうなれば作業がどんどん遅れて、夕方

５時過ぎてもまだ防除する事態になるものですから何とかお願いします。 

 

●三浦産業課長 

朝早くどうしても借りたいという方が以前いたのです。この話は、元支所、旧役場の時です。そ

の時は市の職員が行って、市もやっぱり開けれない状況もありましたので、農協の方でもそうい

うことがあるのではないかなと考えておりました。じゃあどうすればいいかとの中では、前の日

に借りることできないか、５時頃にセンターに行って、次の日借りるということで、借りてもら

うしかないのかなと、朝はどうしても向こうの方でも８時以降でなければ対応できない、職員が

出勤しないとの話しありましたので、そういうふうなことで前の日の夕方借りに来るということ

で対応できないかと思っております。もし聞かれた場合にはそういう話ししますし、私の方も資

材センターの方に対応願いたいと話しいたしますのでよろしくお願いします。 

 

●Ｃ委員 

今、由利地域の事業計画、概要のひととおり説明ありましたけども、市の重点施策の例えば、少

子化対策、雇用対策、そういうふうないわゆる本当に由利地域の振興になっているんだとそうい

うふうな、額の多少はこだわらないでそういう事業ってこの中に入っていますか。いわゆる例年

の継続事業とか入っていますけど、１００円でも２００円でもこれは地域の振興事業だと目玉的

な事業は入っていますか。 

 

●熊谷支所長 

大きな意味では地域単独でなくて市の事業の中での、先ほどお話ししました中学校までの医療費

無料などという形でやっていますし、それに一緒に向かっていますし、あとは、市全体としてま

るごと営業本部、仕事づくり課とかまるごと売り込み課の中で移住定住も含めてサポートしてい

くという形で動いていると、地域単独でという部分ですとなかなか政策的な意味でいきますと、

小さな所ではようやくずっと皆さんから要望のあった御伊勢下中島線の防雪柵にようやく着手



できると、そういった形で非常に小さなことですけど、そういった中で通学路の安全とかといっ

た形で、子どもさんをサポートしていくというような部分では、今年はようやく動いたのかなと

いう感じでは思っておりますが、なかなか予算的にかなり地域が単独で持つ部分は非常にきつい

ところがあります。住んでる方々の希望を聞いていますと自分たちの身近なところの修繕等を何

とかお願いしたいということもありますので、それについては規定の予算の中でできるだけ軌道

的に対応しながら、やっていけるようにといった形で対応することで、地域の皆さん方の満足度

を上げていければなと、気持ちの中でのそういう対応をすることでなんとか幸福というか幸せに

応えていきたいと今のところは考えているということですので、なかなか個別具体的に何か無い

のかと言われましても、全体の中での対応という事でしかやれない部分ということで何とかご理

解願いたいと思います。 

 

４．その他 

 振興課小田嶋主査からまちづくり協議会で協議した、提案事項を市へ提出した旨報告。 

 

（閉会にあたり熊谷支所長より挨拶） 

  委員の皆さんには、年度末お忙しい中、日中の会議でございましたが、参加していただきましてあ

りがとうございました。いろいろと振り返りますとまちづくり協議会というのは、皆さま方は２年

目に入っておりますので今年の７月で任期が来るという形ですが、前任の委員の方々は、中には残

留していただいておりますけれども、新しい支所庁舎建設予定地を決めるといった大きな仕事にも

関わってもらいましたし、現在の委員の方々につきましては、平成２７年から始まっています市の

新しい発展計画、総合計画新創造ビジョンとか公共施設の管理計画、保育園民営化等々にその都度

説明させていただいた中で、貴重なご意見をいただいて、それぞれ進めてきていただいているとい

うことで、非常に地域のために頑張っていただいてきておりました。さらには今回、市長部局の方

に報告したような形で、自主活動として分科会に分かれましてそれぞれの部会で地域づくりに資す

る提案をいただいたということで非常に地域のために、住民の意見を伝えるという役割を十分に果

たしてきていただいて大変ありがたく思っております。先ほど言ったように今年の７月いっぱいで

任期は来る形にはなりますが、今後もそれぞれの立場で由利地域が発展するために助言、指導いた

だければ大変幸いだと思いますので、今後もよろしくお願いいたします。結びに私的なことですが、

私と佐藤市民福祉課長、三浦産業課長は３月３１日をもって定年退職ということで、一応一区切り

つけるということになります。それぞれ行く道は考えているところですが、今後我々としても地域

のためにそれぞれのポジションで頑張っていきたいと思いますので、何とか皆さま方におかれまし

ても先ほど申しあげましたとおり地域のために一踏ん張りも、二踏ん張りもしただけますようよろ

しくお願い申しあげまして締めのあいさつとさせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

 

閉会：午後４時５０分 


